
第6回企画展
日本点字図書館附属 
池田輝子記念 

ふれる 
博物館 

２020年7月15日（水）～9月30日（水）

共催：手と目でみる教材ライブラリー

※破損等により展示物

を変更することがあり

ます。予めご了承くだ

さい。

開館日◎祝日を除く水・金・土曜
※8月14日・15日は夏季休館となります。

開館時間◎10時～16時
● 事前予約制です
【お申込み・お問い合わせ】
開館日 090-3247-7290
火曜・木曜は日本点字図書館へ
03-3209-0241㈹

協力（予定）：
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所
株式会社ジェイ・ティー・アール
ケージーエス株式会社 図版：後藤良一著『触図入門』掲載の作例「眼球図」の原図
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東京都新宿区高田馬場２丁目３－１４

アイ・ブライト２階

090-3247-7290

fureru@nittento.or.jp

高田馬場駅下車徒歩１０分

西早稲田駅２番出口から徒歩７分

※駐車場はございません。

日本点字図書館附属 

池田輝子記念 ふれる博物館 

点訳書から屋外設置案内板まで、
触図の世界を大公開

わが国では、明治期から、盲学校における教材として触地図が作られていたという記録

があります。以降、触図はそれぞれの盲学校において教員の手により工夫されて作られて

いましたが、教育の場以外においてはなかなか製作されてはいませんでした。

今回の企画展「日本点字図書館と触図の試み」では、一般向けの点訳書での触図の挿入

から、地図帳、施設構内図、公園の外構図などの、製作過程の実例を展示するとともに、

成型機や点字プリンター、ピンディスプレイなども紹介します。

また昭和40年代より本格的に触図作りに取り組んだ、日本点字図書館の点訳者、故後藤

良一氏の業績も紹介します。


